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に停止させアポトーシスを誘導することを明らかにした。さらに、いくつかの in vitro の実験から、ヘテロ環有機
ビスマス化合物がチューブリンのシステインに結合し、微小管への重合を阻害すること見つけた。これらの結果よ
り、チューブリンがヘテロ環有機ビスマス化合物の細胞内分子標的のひとつであることを見つけた。 
最後に、構造の異なる 16 種類の有機ビスマス化合物を用いて、ヒト白血病由来細胞のひとつである NB4 細胞に
対する増殖阻害活性を検討した。その結果、上記に記述したヘテロ環有機ビスマス化合物の生物活性のひとつであ
る細胞周期を G2/M 期に停止させる作用以外に、G1期に停止させることで高い増殖
阻害活性を有するいくつかの有機ビスマス化合物（例：Figure 2）が存在すること
を見つけた。そして、それらの化合物の構造的特徴が、ビスマス中心に結合するフ
ェニル基のパラ位に CF3が結合した構造であることが分かった。 
一般的に無限増殖能を獲得したガン細胞は正常細胞に比べて増殖速度が速いため、細胞周期を停止させる薬剤に
対して感受性が高く、より細胞死を引き起こしやすい。よって、細胞周期を停止させアポトーシスを誘導する能力
を有するヘテロ環有機ビスマス化合物は、in vivo においても抗ガン剤としての活性を有する可能性がある。このよ
うに、有機ビスマス化合物の生物活性を詳細に解析することで、有機ビスマス化合物がこれまで使用されている抗
ガン剤と同様の活性を有することを発見し、医薬への応用の可能性を示した。 
